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東北地方太平洋沖地震が発生！！ 
３月１１日（金）１４時４６分頃、三陸沖を震源とする M９．０の地震が起きました。宮城県北

部で震度７を観測、県内では最大震度５強を観測しました。また、地震後の津波の被害は甚大で、

岩手県・宮城県・福島県を始め、茨城県・千葉県などの首都圏も含めた広範囲に渡っています。ま

た、県内には地震や原発からの避難者が入ってきています。 

今回の震災では「緊急時の情報源がいかに『音』頼みなのか」を痛感しました。停電した際、主

な情報源はラジオでしたし、津波の情報や給水情報なども防災無線や広報車によるアナウンスでし

た。手話や要約筆記など「目」からの情報を必要とする聴覚障がい者にとっては、情報がゼロにも

等しい状態におかれました。緊急時において情報の少なさがどんなに不安なことか。また、避難所

においても、常に周りの様子を気にして今何が起きているのかを確認していなければならない緊張

感、暗闇では手話で話もできない孤独感、聴覚障がい者の被災者は二重の苦労があることを知って

いただきたいと思います。 

 

 

＜視聴覚障害者等への避難所等における情報・コミュニケーション支援について＞ 

（H23.3.11 厚労省事務連絡より、聴覚障害者部分を抜粋） 

安否の確認 

被災地域の要援護者を確認 

・プラカードを使用し、避難所及び周辺地区で確認。（「聞こえない

人はいませんか？」など） 

・手話通訳者、要約筆記者などは腕章等を着用。（「手話できます」

「『耳マーク』の活用など」 

ニーズの把握 

障害特性に応じた支援内容 

・障害の程度（聞こえの状態など）や情報取得方法（手話・文字・

補聴器など）等を確認し、必要な支援を把握する。 

関係者との連携 

避難所等における活動 

・行政、聴覚障害者協会、聴覚障害者情報提供施設、手話通訳者、

要約筆記者、保健師等が連携し、ボランティアを効果的に活用する。 

避難所の説明 

トイレや風呂、配給場所など 

・ボランティアやホワイトボード等を活用し、場所や使用方法、状

況の変化などを適切に伝える。 

情報の共有 

食料・救援物資の配給など 

・プラカードやホワイトボード等を使用し、必要に応じて個別に対

応する等、最新の情報を確実に伝える。（悪い例：「1 時の放送を聞

いて下さい」など） 

機材・物品 

共用品・消耗品の手配など 

・テレビ（字幕・手話放送） 

・ホワイトボード（設置型、携帯型） 

・補聴器用電池           等 
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地震名と災害名は違う！！ 

地震名 

「東北地方太平洋沖地震」（気象庁命名） 

 

災害名 

「東日本大震災」（閣議決定） 

※平成２３年３月１１日に発生した東

北地方太平洋沖地震による災害及びこ

れに伴う原子力発電所事故による災害

については、今後、「東日本大震災」と

呼称する。（首相官邸 HP より） 

 

 

 

感圧式の画面だから、筆圧で

線の太さを変えられます。ボ

タンを押せば簡単に画面を

消去できます。約５万回も書

き換えでき、超薄３．２ｍｍ

で、とっても軽い。店舗や施

設などのコミュニケーショ

ンツールとしてぜひ。（HP よ

り抜粋） 

【機器名】ブギーボード＜電子メモパッド＞ 

【問合せ】KINGJIM（キングジム） 

℡0120-79-8107 fax0120-79-8102 

HP http://www.kingjim.co.jp/sp/boogieboard/ 

※この機器は日常生活用具ではありません

 

 
★「ろうを生きる 難聴を生きる」※多様なテーマあり （すべて DVD、15分間） 

・中途失聴者にとっての手話～今求められる学習環境～ 

・ここが知りたい！聴覚障害者と裁判員制度 

・どう広めるか“ろうあヘルパー”  

★映画「姿三四郎」（DVD） 1943年放送／79分間 

★夏木静子・作家４０年記念スペシャルドラマ「Wの悲劇」（DVD） 2010年放送／122分 

★「実践読話学習のためのビデオ」ドリル編（DVD） 2010年製作／40分 

 ※「実践読話学習のためのビデオ」入門編（DVD）の続編です 

 

編集後記 

３月１１日の地震では、大きな揺れが長時間続きました。センター内は停電した他は特に大きな
被害はありませんでした。県内では大きな被害はなかったものの、いざ山形が被災したらセンター
が聴覚障がい者に対しどのような支援が行えるのかを考えさせられました（岩手県では震災直後、
岩手県立視聴覚障がい者情報センターが聴覚障がい者の震災相談窓口を開設した他、聴覚障がい
者や関係者の安否確認の中心となりました）。まだまだ余震が続いていますので、十分にご注
意下さい。 



山形県聴覚障がい者情報支援センター山形市小白川町 2-3-30  T/F 023-666-7616 
HP http://y-mimi.sakura.ne.jp メール y-mimi@white.plala.or.jp  





 

新着！字幕付きビデオ・DVD 紹介 

～簡易筆談器②～ 


